
（別記様式第１号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中標津町鳥獣被害防止計画 
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計画作成年度 令和３年度

 

計画主体 中標津町



 

１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和２年度） 

 
対象鳥獣

エゾシカ、キツネ、ハシブトカラス・ハシボソカラス、 

ドバト、ノイヌ、ヒグマ、アライグマ

 　計画期間  令和４年度～令和６年度

 　対象地域 中標津町一円

 

鳥獣の種類
被害の現状

 品　目 被害数値

 エゾシカ 馬鈴薯 

てん菜 

デントコーン 

牧草 

野菜 

牧草ロール

17.4ha　    1,458万円 

5.9ha  　　　641万円 

53.3ha　    1,439万円 

287.3ha　 　 2,902万円 

6.2ha　　  1,385万円 

 20個　　　　　1万円 

  

   計　　　    7,826万円

 交通事故 物損事故１２件　金額不明 

（警察への届出件数）

 カラス 

 

 

 

 

 

 

ドバト

農業用施設等 

野菜（甜菜・馬鈴薯） 

飼料（牧草ﾛｰﾙ含） 

家畜 

牧草ロール 

 

 

住宅・牛舎、空き家等　

7件 　　　   40万円 

1件　　　    10万円 

8件　　      50万円 

25件 　    1,473万円 

90個 　　　　  4万円 

 

計　　 　1,577万円 

生活環境・衛生被害の憂慮　　

 

キツネ

牧草ロール 

家畜 

生活環境

　　 10個　　　　　 1万円 

　 　 3件　　 　　 15万円 

　　 　　　　　　  不明　

 

ノイヌ
家畜 

生活環境
　　　　 　　　　  不明

 
ヒグマ 甜菜、馬鈴薯、大根等 　　　 　　　　　  不明

 
アライグマ

野菜、果物、穀物、養殖魚 

牧草ロール 

 

　　　　　　　　　 不明 



 
（２）被害の傾向 

 

 
（３）被害の軽減目標 

 生活環境

 エゾシカ 町内全域に生息しており、行動範囲も広く、町内の生息数は不

明である。農業被害は採草地やデントコーン畑に多く見られるが

、畑作地帯においても春季及び秋季（苗植え時期と収穫時期）の

被害が発生しており多大な影響を与えている。また、市街地にも

頻繁に出没するため、日没や見通しの悪い状況においての交通事

故が非常に危険であるため、産業や生活環境に与える影響は甚大

である。

 カラス 

ドバト

町内全域に生息しており、酪農家や畑作農家地域に特に出没し

ている。飼料袋や牧草ロールに穴を空けたり、乳牛の出産直後の

仔牛や成牛の乳房を損傷させるなど農業被害が拡大している。 

また、牛舎内に侵入するため、糞害や病原菌・感染症の媒介と

して危惧され、関係者に与える影響は多大である。 

市街地においては、繁殖期の威嚇行動に対する苦情が寄せられ

ているが、捕獲手段が制限されるため対応に苦慮している。

 キツネ 

ノイヌ

町内全域に生息しており、近年酪農地域において、牛の分娩時

に陰部や仔牛を損傷させる等の事例が発生している。また、牛舎

内に侵入するため病原菌や感染症の媒介として危惧される。 

市街地においても出没することからエキノコックス感染症や 

環境衛生面でも影響が懸念される。

 ヒグマ 生息数は不明だが、５月～１１月にかけ牧草地や道路横断等の

出没、畑作地域での食害・踏圧被害等の情報が寄せられている。

　また近年、市街地近郊でも目撃情報があり、人畜への危害や生

活環境を脅かすことが懸念される。

 アライグマ 　生息数は不明だが、近年道内各地で見られる様なっており、町

内の酪農家でも目撃情報があり、生息域が拡大してきて農業被害

の増加を始めとして、生態系の撹乱、人や家畜に対する感染症の

発生なども懸念される。

 指標 現状値（令和２年度） 目標値（令和６年度）

 
 エゾシカ

被害面積  　　370ha 　 

被害金額　7,826万円 　

被害面積　　　259ha 

被害金額　5,478万円

 
カラス・ドバト

被害件数  　 　41件 　 

被害金額  1,577万円 　

被害件数  　 　29件 　  

被害金額  1,104万円        



 

 
（４）従来講じてきた被害防止対策 

 
キツネ・ノイヌ

被害件数  　　　3件 　 

被害金額   　16万円 　
被害の減少に努める

 
ヒグマ

被害件数  　 　不明 　 

被害金額     　不明
被害を発生させない

 
アライグマ

被害件数  　 　不明 　 

被害金額     　不明
被害を発生させない

 従来講じてきた被害防止対策 課題

 エゾシカ

捕獲等に

関する取

組 

エゾシカ対策協議会を開催し

捕獲数や処理方法等を検討。　

　鳥獣駆除対策実施隊を設置し

猟友会の協力を得て有害駆除期

間（５月～１０月）を設け、主

に銃器による有害駆除を実施し

ている。 

銃が使用できない場所では、 

くくり罠を設置。

銃器での捕獲実績を維持するに

は、捕獲技術、回収運搬装備等を

兼ね揃えているハンターの確保が

必要。熟練した技術者を維持でき

なければ、今後の事業継続は困難

となってくるため、担い手の育成

が急務である。

 カラス・

ドバト・

キツネ・

ノイヌ捕

獲等に関

する取組

有害駆除期間を通年（４月～

３月）で設け、主に銃器による

捕獲を実施。特に農協に駆除要

請のあった被害農家を重点的に

対応している。 

市街地の対応としてキツネ・

ノイヌについては、はこ罠によ

る捕獲を実施。 

また、カラスの威嚇行為の対

策として巣撤去を実施。 

被害農家からの通報を受け、主

に銃器による有害駆除を実施して

いるが、生息個体数が多く、なか

なか被害が減少しない。 

市街地を含め、敷地や建物の所

有者・管理者の自己防衛の意識を

高める啓発が不可欠。

 ヒグマ捕

獲等に関

する取組 

　目撃情報が寄せられ場合、現

地を確認し、看板設置、周辺パ

トロールを実施。関係機関や農

協を通じ近隣住民へのＦＡＸ周

知等を基本対応としている。 

　頻繁に出没し、人畜被害が危

惧される場合、銃器やはこ罠に

よる問題個体の捕獲を実施。

　追い払いを基本としているが、

捕獲対象の問題個体が発生した場

合、迅速に対峙できるハンターが

少ない。担い手育成が急務。　　

　巡回パトロール、追い払い、捕

獲等出動時の適切な報償の確保。



 

 

 
（５）今後の取組方針 

 

 

 アライグ

マ捕獲に

関する取

組

有害駆除期間を繁殖期（３月

～６月）に設け主にはこ罠及び

くくり罠による捕獲を実施する

。特に農協に駆除要請のあった

被害農家を重点的に対応する。 

市街地の対応についても、は

こ罠及びくくり罠による捕獲を

実施する。

被害農家からの通報を受け、主

にはこ罠及びくくり罠による有害

駆除を実施するが、生息個体数及

び被害が不明。 

市街地を含め、敷地や建物の所

有者・管理者の自己防衛の意識を

高める啓発が不可欠。

 防護柵の

設置等に

関する取

組

農地（牧草地）を電気柵で囲い

対策を実施している農家は畑作

地域のヒグマ対策等ごく一部。

町内の農家は酪農が中心で牧草

地は広大であるため、柵で囲うこ

とはコスト的に困難。

 エゾシカ 町内全域でエゾシカの生息が確認されており、畑作物や飼料作物

等の農業被害の他、樹皮の食害、交通事故も発生している。 

町としてはエゾシカ被害を減少させるため、今後も鳥獣被害対策

実施隊による主に銃器を使った有害駆除を継続実施していく。 

また、有害駆除の担い手である狩猟者を確保するため、猟友会へ

の支援を推進する。

 カラス 

ドバト 

キツネ 

ノイヌ

農業被害を減少させるため、猟友会、農協等関係機関の協力のも

と有害駆除を継続実施していく。 

また、農業者自身による捕獲や侵入防止対策等、自己防衛の取り

組みを推進する。

 ヒグマ 

 

出没情報を基に、現地確認して状況判断。 

関係機関、周辺民家への周知した上でパトロールを実施。 

追い払いを基本とするが、繰り返し出没し人畜に危害が及ぶ恐れ

のある問題個体については捕獲する。

 アライグ

マ

町内全域でアライグマの生息が確認されておりませんが、畑作物

や飼料作物等の農業被害が発生するため、町としてはアライグマ被

害を減少させるため、今後も鳥獣被害対策実施隊による主にはこ罠

やくくり罠を使った有害駆除を継続実施していく。 

また、有害駆除の担い手である狩猟者を確保するため、猟友会へ

の支援を推進する。



３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

 

 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

 

 

 

 

 

 平成１９年より関係機関、農業者で構成するエゾシカ対策協議会において 

効果的な被害防止対策検討、協議。 

平成２６年より猟友会中標津支部中標津部会からの選任者で構成する中標津

町鳥獣被害対策実施隊を設置し、効率的に有害鳥獣対策を実施。

 エゾシカ 町内全域を対象に、５月上旬から１０月下旬まで駆除期間を 

設け、有害駆除を実施。 

選任された実施隊員が主に銃器による捕獲を実施。

 カラス 

ドバト 

キツネ 

ノイヌ

農家より被害の報告を受け、町もしくは農協を通じ猟友会へ

有害駆除を依頼、実施隊員が主に銃器での捕獲を実施。 

市街地対策として、はこ罠設置。 

 ヒグマ 追い払いを基本とし、民家近辺に繰り返し出没する、人畜へ

の危害が懸念される問題個体については実施隊の協力のもと銃

器やはこ罠を設置し捕獲を実施する。

 アライグマ 農家より被害の報告を受け、町もしくは農協を通じ猟友会へ

有害駆除を依頼、実施隊員が主にはこ罠やくくり罠での捕獲を

実施。 

市街地対策として、はこ罠設置。

 年度 対象鳥獣 取組内容

 令和４ 

　　～ 

　６年度

エゾシカ 

鳥獣全般

くくり罠等、銃器以外の有効な捕獲方法の検討 

　農林業者に狩猟資格の取得を促し体制強化を図る。 

・自己防衛策として狩猟免許取得の促進 

・小型はこ罠での捕獲許可を検討 

市街地近郊における銃器以外の捕獲対応 

・はこ罠設置 

・カラスの繁殖期における巣落とし等



（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 

 

 

 

 　捕獲計画数等の設定の考え方

 エゾシカ 平成30年度723頭、令和元年度731頭、令和２年度909頭の捕獲実績

があるが、町内の生息数は不詳である。北海道東部地域では減少傾

向にあるが、未だ生息数は過剰であることは明らかで、農業被害も

高い水準で推移していることから、出来る限りの捕獲を試みながら

、増減の傾向を把握する。 

※追記：捕獲頭数の増加に伴い令和3年度から計画頭数を800頭か

ら1,000頭に変更。 

※令和４年度から当初より1,000頭に変更する。（３カ年） 

 カラス 平成30年度342羽、令和元年度314羽、令和２年度597羽の捕獲実績

があるが、町内の生息数は不詳である。しかし、生息数が過剰であ

ることは明らかであり、当面、農業被害をもたらす個体を重点的に

捕獲し、増減の傾向を把握する。 

※令和４年度から当初より500羽に変更する。（３カ年） 

 ドバト 

キツネ 

ノイヌ

生息数は不明だが、農業被害や市街地での生活環境被害が発生し

ているため、銃器やはこ罠を設置し、出来限りの捕獲を試みる。 

被害状況により対応し捕獲計画数は定めない。 

 ヒグマ 追い払いを原則とするため、捕獲計画数は定めない。 

農作物や人畜被害が危惧される場合に限り捕獲を試みる。

 アライグ

マ

生息数は不明だが、農業被害や市街地での生活環境被害が発生し

ているため、はこ罠及びくくり罠を設置し、出来限りの捕獲を試み

る。被害状況により対応し捕獲計画数は定めない。 

 

対象鳥獣
捕獲計画数等

 令和４年度 令和５年度 令和６年度

 エゾシカ 

（有害駆除）
1,000頭 　1,000頭 1,000頭 

 カラス 

（有害駆除）
500羽 　500羽 　500羽 

 
その他鳥獣 出没個体・状況に応じた対応



 

 

 

 

 

 

（４）許可権限委譲事項 

 

 

 
４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

 

 

 
（２）その他被害防止に関する取組 

 　捕獲等の取組内容

 エゾシカ ５月上旬から１０月下旬まで有害駆除期間を設定し、鳥獣被害

対策実施隊員が銃器及び、くくり罠による捕獲を行う。

 カラス ４月１日～９月３０日（１期） 

１０月１日～３月３１日（２期） 

猟銃による有害駆除を実施する。 

〔銃器の使えない市街地等対策〕 

　住民の安全確保のため、手捕り採取、放水巣落を実施する。 

　町内ゴミ処理施設において、はこ罠設置。

 全ての鳥獣 被害通報、状況から判断し、適正な捕獲を実施する。

 対象地域 対象鳥獣

 中標津町 エゾシカ

 
対象鳥獣

整備内容

 年度 令和５年度 令和６年度

 エゾシカ ― 電気柵　 54,645ｍ 金網柵　　 4,563ｍ

 年度 対象鳥獣 取組内容

 

令和４ 

 ～ 

令和６

エゾシカ 

ヒグマ

「根室地域エゾシカ・ヒグマ対策連絡協議会」に 

おける取り組み。 

北海道ヒグマ保護管理計画に基づき「ヒグマ対策技術

者育成のための捕獲実施。



 

５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる 

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

 

（２）緊急時の連絡体制 

 
６．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

 その他 

鳥　獣

農業被害防止のため自己防衛（狩猟免許取得・小型は

こ罠での捕獲許可、講習会への参加等）の推進。

 関係機関等の名称 役割

 中標津町 全体の統括、連絡調整、現地パトロール、町

民への周知・情報対応、注意喚起

 中標津町農業協同組合 農業被害の把握、近隣農家への周知

 計根別農業協同組合 農業被害の把握、近隣農家への周知

 猟友会中標津部会 有害駆除従事者の統括、連絡調整 

猟銃による捕獲の作戦立案、現地パトロール

 町農林課の担当者が中心となり、関係機関に連絡調整・情報対応を行う。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ

・銃器による駆除

◇必要に応じ捕獲許可申請

中　標　津　町　ヒ　グ　マ　情　報　連　絡　体　制

目  　撃  　情  　報　　・　　被　　害　　情　　報

中標津警察署
地域課72-0110

情報共有 中標津町役場農林課
自然環境係 73-3111

情報提供
【中標津町農協・計根別農協】
⇒周辺農家へ戸別ＦＡＸ通知

協力要請
【教育関係施設】

（町教育委員会、保育所等）

【根釧東部森林管理署】
出動要請 

　　　　　◇必要に応じ地元ＦＭ、緊急情報メール等

【根室振興局】

ヒグマ出没情報記録提出

［通常対応］ ［緊急対応］
 ・聞き取り調査 ・追い払い（威嚇弾・爆竹）

 ・看板設置
・有害捕獲

・はこ罠設置

 ・巡回パトロール

猟友会中標津支部
中標津部会

（鳥獣被害対策実施隊）

現 地 確 認

 エゾシカ 捕獲したエゾシカは、町と契約している受入施設に個体搬入し、

ペットフードや食肉に有効活用している。 

残滓は隣町の焼却処理施設に運搬し処理している。

 ヒグマ 　捕獲したヒグマについては、計測した後、指定されている資料を

北海道科学研究センター等調査研究機関へ提供し、残った残滓は町

内処理施設に搬入し、一般廃棄物として処理している。

 その他 　捕獲した個体については、町内処理施設に搬入し、一般廃棄と



 
７．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項 

 
８．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）被害防止対策協議会に関する事項 

 

（２）関係機関に関する事項 

 
（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

 
（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

 

９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

 鳥  獣 して処理している。

 エゾシカ 捕獲したエゾシカは、町と契約している受入施設に個体搬入し、

ペットフードや食肉に最大限有効活用している。その他、他社と提

携し、鹿革を利用した鞄・靴やアクセサリー等として販売し、最大

限有効活用している。

 被害防止対策協議会の名称 中標津町エゾシカ対策協議会

 構成機関の名称 役　　割

 中標津町 全体の統括、連絡調整、事務局

 中標津町農業協同組合 農業被害の把握、農家連絡調整

 計根別農業協同組合 農業被害の把握、農家連絡調整

 猟友会中標津支部 

猟友会中標津支部中標津部会

有害駆除従事者の統括、連絡調整 

猟銃による捕獲実施、関連情報の提供

 根室農業改良普及センター 農業作物状況、気象情報の把握

 農業者 農業被害の把握

 関係機関の名称 役　　割

 北海道根室振興局農務課 

北海道根室振興局環境生活課

鳥獣被害対策事業に係る情報提供 

鳥獣捕獲許可等、鳥獣保護区の調整

 中標津警察署 鳥獣関連情報の提供、町民の安全確保

 根釧東部森林管理署 国有林に係る情報提供、入林承認手続等

 　平成２６年４月設置済　令和４年１月現在５８名

 　特になし

 特になし


